
2011 年 12 月 18 日(日）、女子駅伝の実業団日本一を決める「第 31 回全日本実業団対抗女子駅伝

競争大会」が、宮城県にて開催されました。

今大会は、岐阜から宮城へと舞台を移し、東日本大震災復興記念大会として 33 チームが参加、

松島町中央公民館前から仙台市陸上競技場に至る 6区間 42.195 ㌔の新コースで、被災地を活気づ

ける熱い戦いが繰り広げられました。

ヤマダ電機女子陸上部は、昨年の 21 位から順位を上げ、昨年の記録を 2分 1秒上回る、「2時間

21 分 36 秒」のタイムで 17 位の結果となり、大健闘いたしました。

大健闘17位でゴールする須澤選手

「第 31 回全日本実業団対抗女子駅伝競走大会」結果のお知らせ

5 区林選手から最終 6区の須澤選手へ

2区早瀬選手から 3区西原選手へ襷をつなぐ

力走する 4区山口選手



区 距離 選手名 タイム 順位

1区 7.0 ㎞ 森 唯我 22 分 47 秒 11 位

2 区 3.9 ㎞ 早瀬 惠子 12 分 51 秒 22 位

3 区 10.9 ㎞ 西原 加純 36 分 37 秒 9 位

4 区 3.6 ㎞ 山口 実里 12 分 33 秒 26 位

5 区 10.0 ㎞ 林 奈々子 34 分 11 秒 16 位

6 区 6.795 ㎞ 須澤 麻希 22 分 37 秒 22 位

新人ながら積極的な走りを見せたと西原選手が

「ＭＩＲ賞」（最も印象的な選手）を受賞した

津波被害をうけた多賀城店で応援団の結団式 寒風に負けず力強く大会デビューの団旗を振る

スタンドで最後の声援を送る大応援団

みなさまのあたたかいご声援ありがとうございました。


